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鉄鋼を主な構造材料とする船舶から残留磁気を低減する船舶脱磁は船舶の安全な航行を保つ重

要な技術である。これを近年実用化の進展著しい高温超伝導線材技術を利用したコイルシステム

とすると、作業の軽減、電源規模の小型化等、実用上著しい利点が見込まれることを紹介してい

る 1)。今回は、前回報告と同様、電線を既に開発された範囲内のもの 2) として、電線の敷設が容

易であり、寒剤の流路に抵抗が少なく、かつ大型船舶及び中型船舶の両方を脱磁対象としうるコ

イルシステムとして、海底敷設の平形多重コイルの可能性を検討した。 

諸元設定のため、対象とする船舶を大型水上艦及び中型高密度船 3) とし、回転楕円体殻モデル

及び構造材料の比透磁率 4) より、船舶の脱磁に必要とする磁場 5)を船体全てに印加するものとし

た。コイル形状を同心、直線部分長を同一とした多重のレーストラック状（Fig. 1, 中心電線間距

離 2×Sp0、多重コイル間隔 Sp ）とし、一例として、Sp0 = 5、Sp = 1 [m]、多重数 n = 21、コイル

水深 z = 12 に対して大型船舶対象の電線の所要最大電流値約 15,000A を求めた（Fig. 2）。このと

きに電線相互にかかる磁場を計算し、単一の電線内で素線間にかかる磁場と比較して無視し得る

値が得られた( Fig. 3 )。磁場計算は

コイル中心断面のみとしている。 

中型船舶を対象とした場合の問

題点、コイルの自己インダクタンス、

冷却の所要について語り、この方式

の得失を論じる。 
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